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人

民

日

報
」

「

参

考

消

息
ー一

と

「
人
民
自
殺
」
「
紅
族
L

の
み
が
対
外
態
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
は
な
い

な
か

じ
ま

み
ね

お

おt

色MV

U

百、

投
ト

トト

’
mh ，

B
百

ふ伊仏間

（
東
京
外
向町四聞
大
学
助
教
授
・
倒
防
関
係抗日〉

日

本
の

新
聞
と

中
国
の
マ

ス
コ

ミ

寸

批

林

批

孔
」

述

動

が

な

お

波

動

的

な

状

況

に

あ

る

中

国

は
、

，

HX
い

衿

い

一以
’

を

過

ご

し

て
、

い

よ

い

よ

政

治

の

秋

を

迎

え

よ

う

と

し

て

い

る
・

こ

の

問
、

壁新

聞

の

再

現

や

別

忽

米

総

理

の

動

的

が

注

目

さ

れ

た

が
、

わ

が

川

の

マ

ス

コ

ミ

は

依

然

と

し

て

F

怯

虫
’

で
、

ア

ク

チ
ュ

ア

ル

な
ニ

ュ

ー

ズ

は
、

外

況

に

ま

か

せ
っ

き

り

で

あ

る
・

だ

が
、

反

則
、

わ

が

川

の

マ

ス

コ

ミ

は
、

中

闘

の

こ

と

と

な

る

と
、

ぞ

れ

が

安

全

な

ニ

ュ

ー

ズ

で

あ

る

な

ら

ば
、

い

き

お

い

過

刺

総

滋

を

刊紙
い
A口
う ・

昨

互

の

十金

大

会

の

と

き

な

ど

は
、

中

央

委日以
・

附

候

仙川

合

計

三

百

十

九名

の

氏

名

と

そ

の

判

明

し

て

い

る

か

ぎ

り

の

経

歴

を
一
一
関

全

部

を

資

し

て

紹

介

し
、

読

者

を

う

ん

ヴ

り

さ

せ

た
・

折

角
、

利

道

さ

れ

た

メ

ン

バ

ー

も
、

約

半

年

か
一

年
の

ち

に

は
、

大

制

に

失

墜

す

る

の

が

通

例

な

の

に
、

刊削岩

不

在

の

大変

な

サ

ー

ビ

ス

精

神

を

北

京

向

け

に

発制作

し

て

い

る

こ

と

に

な

る
・

も

っ

と

も

安

全

な
ニ

ュ

ー

ズ

で

あ

る

，
小
川
・必
人’

の
死
亡
紀
山中
に
い
た
る
と 、

こ
の

傾

向

は

も
っ

と

者

し

い
。

た

と

え

ば
、

去

る

九

月

五

日

付

の

わ

が

凶

の

新

聞

は
、

絞

徳

川ω

氏

の

死

亡

を

十

二

行

の

記

事

で

伝

え
；

i
－
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た 。
侯
民
の

肩書
き
は 、
政
治
協
前会
議
第
四
期
全

国
常
務
器負 。
党
中
央
器員
で
も
候
補
委員
で
も
な

い 。

最高
ポ
ス
ト
と
し
て
は
十
数
年
前
に一

時期 、

悶
務
院
化
学
工
業
部
副
部
長
だっ
た
こ
と
の
あ
る
人

・
物
で
あ
る 。
た
し
か
に
侯
氏
は
中
国
化
学
工
業
界
の

椴
威
で
あ
り 、

経
陛
も
か
な
り
明
白
な
故
人
で
あ
る

が 、
さ
り
と
て 、
十
年
も
ま
え
た
聞
か
れ
た
だ
け
で

ま ．っ
た
く
形
骸
化
し
て
い
る
政
治
協
商会
議
の
全
凶

常
務
委
員
ハ
中
岡
の
国
会
に
相
当
し
、

こ
れ
込
十
年

間
未
開
催
の
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
で
は
な

い〉
当
時
は 、
三
十
近
く
も
あっ
た
悶
務
院一

部局

の
数
名
の
副
部
長
の一
人
で
あっ
た
に
す
ぎ
な
い
の

だ
か
ら 、
わ
が
国
に
当
て
は
め
れ
ば 、
よ
く
み
て
政

務
次
官
候
補
に
名
前
が
あ
が
っ
た
程
度
の
元
代
議
士

か
副
知
事
グ
ラ
ス 。
中
国
専
門の

外信
部
記
者
で
も

侯
氏
の
名
前
に
親
し
ん
で
き
た
者
は、
お
そ
ら
く
皆

無
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

故
人
に
は
申
し
わ
け
な
い
が 、
こ
の
程
度
の
ク
ラ

ス
の
人
物
で
も
，

中
国
要
人’
と
な
れ
ば
十
二
行
の

死
亡
記
事
が
出
る
の
だ
か
ら 、
日
本
の
新
聞
は
中
国

に
と
っ
て 、
ま
た 、
私
の
よ
う
な
専
門
研
究者
に
と

っ
て
大
変
有
縫
い
存
在
で
あ
る 。
で
は
ひ
る
が
えっ

て、
わ
が
国
の
並
の
元
代議
士
な
い
し
は
削
知事
グ

ラ
ス
の
人
材
が
死
亡
し
た
ら 、『
人
民
日
報』
は
死
亡

．
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記
事
を
出
す
で
あ
ろ
う
か 。
も
と
よ
り

否
で
あ
る 。

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い ．
中
国
の
最
大
最
高
の
マ
ス

コ
ミ
『
人
民
日
報』
ハ
中
国
共
産
党
機
関

紙
〉

も
中

央

人
民

放

送

局

ハ
い
わ

ゆ

る
北

京
放
送〉
も 、
世

紀

の
大ニ
ュ
ー
ズ
で
す
ら 、
そ
れ
を
報
道
す
る
と
は
か

ぎ
ら
な
い ．

世
紀
の
大－－
ュ
I
ズ
と
い
え
ば 、
一
九
六
九
年
七

月 、
世
界
は
ア
ポ
ロ
十一
号
の
月
世
界
到
着
の

宇宙

中
継
で
沸
い
た
が 、
中
国
で
は
現
在
に
い
た
る
ま

で 、
ア
ポ
ロ
十一
号
の
月
世
界
到
着
は一
般
に
は
報

道
さ
れ
て
い
な
い ．
一
九
六
八
年
五
月 、
ベ
ト

ナ
ム

和
平
の
た
め
の
パ
リ

会
談
が
世
界
注
視
の
う
ち
に
開

催
さ
れ
た
が 、
当
時 、
徹
底抗
戦
の
立
場
を
とっ
て

い
た
中
国
に
とっ
て
和
平
会
談
の
関
催
は
中
国
の
立

場へ
の
重
大
な・挑
戦
で
あっ
た
だ
け
に 、
パ
リ
和
平

会
談
の
開
催
に
つ
い
て
は
こ
れ
を一
切
報
道
せ
ず、

中
国
が
は
じ
め
て 、
き
わ
め
て
目
立
た
な
い
か
た
ち

で
パ
リ

和
平
会
談
に
ふ
れ
た
の
は 、
約一
年
半
後
の

一
九
六
九
年
十
月
八
日
と
九
日
の
北
京
放
送
な
ら
び

に
新
華
社
電

令
人
民
日
報
』

掲
載
〉

で
あ
っ
た。

内
政
問
題
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か 。
今
日 、
司

人

民
日
報』
に
は
「

批
林
批
aL
の
記
事
が
あ
ふ
れ
て

い
る
が、
肝
腎
の
林
彪
異
変
そ
の
も
の
に
つ
い
て

『
人
民
日
報』
は 、
一
度
も
こ
れ
を
報
じ
た
こ
と
が

‘ 

な
い 。
毛
主
席
の

後継
者
が一
瞬の
う
ち
に
消
え
て

、
し
ま
ラ
と
い
う
重
大
事
件
で
も 、
ニ
ュ
ー
ズ
と
し
て

は
報
道
さ
れ
得
な
い 。
最
近 、
外
部
世界
で
注
目
さ

れ
て
い
る
周
恩
来
総
理
の

病状
に
か
ん
し

て
も 、
去

る
七
月
五
日
に
米
民
主
党
ジ
ャ
タ
ツ
ン
上
院
議員
と

病
院
で
会
見
し
た
事
笑
だ
け
が
報
ぜ
ら
れ
た
の
み
で

あ
る 。中

悶
の
マ
ス・
メ
デ
ィ

ア
をユ
ュ
l

ズ
性 、
速
報

性
と
い
う
点
で
と
ら
え
た
ら 、
以
上
の
よ
う
に 、
そ

れ
は

「偏
向
報
道」
ど
こ
ろ
の

布様
で
は
な
い 。
こ

の
点
に
か
ん
し
て 、
わ
れ
わ
れ
外
部の
観
祭
者
が
と

や
か
く
い
う
ま
え
に 、
中
図
側
自
身
の
見
解
を
き
い

て
み
よ
う 。
『

人
民
日
報』
の
隊
法
国
際
部
主
任
は 、

こ
う
述べ
て
い
る 。

守
私
た
ち
の
考
え
で
は 、
地
球
上
に
は
ま
だ
ま
だ
解

決
すべ
き
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す 。
私
た
ち
と

し
て
は
月
で
の
出
来
事
よ
り 、

地
球
上
の
事
件
に
読・

者
が
関
心
を
も
つ
こ
と
を
願っ
て
い
ま
す」
（一
九

七
二
年
十
－

月
の
ヒ
ュ
l
ム

英
外
相
訪
中
取
材
記
者

団
と
の
会
見 。

北
京
発
ロ
イ
タ
ー

電
一

九
七
二
年
十

－

月
三
日
〉

まっ
た
く
立
派
な
怠
見
で
あ
る 。
だ
と
す
る
と 、

た
し
か
に
林
彪
呉変
も
地
球
上
の
事
件
で
は
な
く、

空
中
で
の
出
来事
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
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． ス

幹メ
部ヂ
とイ

般ア
大の
来三

｜ 霊
精
進

勺
人
民

日

報
ら

や
北

京

放

送

が
、

い
わ

ゆ
る
西

側

世

界
の
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
性

格
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
も、

で
は
い
っ
た
い
、

中

国

で
は
、

ニ

ュ
ー
ズ
が
ニ

ュ
ー
ズ
と
し
て
ま

っ
眠

た

く

知
ら
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か。

中
国
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
i
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ネ
ル
は
そ
れ
ほ
ど

貧弱
な
の
で

あ
ろ
う
か。・
－

方
的
な
F－
z
l
ズ
だ
け
が
伝
え
ら
れ

る
の
み
な
η
か。
た
し
か
に1
勺
毛
沢
東
思
想」
と

党

中
央

に
よ
っ
て
つ
ね

に

指導

さ

れ
る
一

般
大
衆
に

か
ん
す
る
か
ぎ
り、

ニ
ュ
ー
ズ
が
ニ
ュ
ー
ズ
と
し
て

伝
達
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く、

コ
ミ
ュ
ユ
ケ
1
シ
宮

γ
の
チ
ャ
ネ
ル
は
著
し
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る。

と

く
に
、

西
側

世
界

ハ
非

共
産

関〉
の
出
来

事

に

．

つ
い
て
は
、

従来、

き
わ
め
て

厳重
な

選

別
が

あ

り、

こ
の
点
で
情
報
は
完
全
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下

僕
で
あ
っ
た。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ハシ
ア
F
ル〉
の

中
悶
研
究
者ヘ
ン
リ
l・
G・
シ
ュ
オ
ル
ツ
氏
の一

九
六
六
年
の
研
究
に
よ
る
と、

中
国
の
各
級
幹
部
に

与
え
ら
れ
る
情
報
の
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
は

非共
政
聞

の
情
報
で
あ
る
の
に
反
比
例
し
て
、
－

般
大
衆
に
与

． 
． 

え
ら
れ
る
西
側
世
界
の
情
報
は
与
え
ら
れ
る

合情
報

景
の
わ
ず
か
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

つ
ま
り
九
七
パ
ー
セ

ン
ト
は
中
国
内
部
の
経
済
建
設
や
政
治
工
作
な
ど
を

合
む
共
産
闘
ソ
i
ス
の
情
報
だ
と
い
う
分
析
結
呆
が

出
て
い
る。

ハ
出og
a・
c・
ωの－Mt号制岡崎N・

4vo

吋叱向w
p
Mn．MWO

出
色”。・vmr
旬。さ
さ偽記
同軸刷、。、
濯、九
ぬ
司d
nbや

さ包

oh司S～h
ssh
ご
E
Oミhh
号
司
ミ
ミ－

J門戸Mo
n－HEm・0cm20己u『・
Z。・N叫〉

こ
の
驚
く
べ
き
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ、

中
国
に
お
け
る

社
会
的
コ
ミ
ュ
ユ
ケ
l
シ
ョ
ン
の
特
殊
な
性
格
と、

そ
の
よ
う
な
非
情
報
社
会
の
な
か
で
指
導
者
と
大
衆

と
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
狂
熱
に
お
い
て

情緒
的
に
結

合
じ
て
ゆ
く
「
大
衆
国
家」
Q
z
z
a
so
宮
守

8
2〉
的
な
状
況
の
反
映
で
あ
る
が、
し
か
し、
そ

の
こ
と
は
中
国
の
指
導
者
や
幹
部
た
ち
が
き
わ
め
て

限
ら
れ
た
一

方
的
な
情
報
の
な
か
で
政
策
決
定
と
政

治
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
怠
味
す
る
の
で

は
決
し
て
な
い
。

今
日
の
よ
う
に
中
国
を
続
る
国
際
環
境
が
大
き
く

変
動
し
つ
つ
あ
り、

外
部
世
界
と
の
交
流
が
増
大
し

つ
つ
あ
る
「
国
際
化
時
代」

に
当．
酌
し
て
、

中
国
は

，

全

世

界

に

情

報

網

を

確

保

し
、

露

大

な

盈

の

情

報

を

収
集
し
て
、

そ
れ
を
受
け
と
め
、

幹部
に
た
い
し
て

は
つ
ね
に

豊富
な
情
報
を

伝達
し
て
い

る
の

で

あ

る。

こ
の
伝
達
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て、

さ
主
ざ
ま
な

「
密
教
的
メ
デ
ィ
ア
L

が
存
在
す
る
こ
と
に
つ

い

て
・

は
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

後
に
詳
し

く
触
れ
る
が
、

情
報
収
集
機
関
と
し
て
の
各
国
の
在

外
公
館
は
も
と
よ
収、

悶
営

通信
社
・

新華
社
の
情

報
網
も
き
わ
め
て
強
力
な
も
の
で

あ

る。

新

華

社

ハ
新

車

通

訊

社〉
は

、

す
で
に

一

九五
七
年
当

時、

約
四
十
の
海
外
モ
ニ
タ
ー
－

ス
テ

ー
シ
ョ
ン

を
も

ち、
一

日

平均
三
十
万
語、

延
べ
二
百
八
十
一

時間

分
の
ニ
ュ

ー
ズ
を

受信
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
お

り、

今
日
で
は
、

そ
れ
に
倍
す
る
ニ
ュ
ー
ズ
を
収
集

8

し

て
い
る
も
の
と
思

わ

れ
る
ハ
ア
ラ

ン
・

p

－

L

－

8

リ
ュ
l
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
情
報
収
集
の
担
い
手

’

ーー
新
恕
社
の
中
国
外
交
に
お
け
る
役
割

llL、

『
ジ
守
l
ナ
ル
・
オ
プ・
イ
ン
タ
ナ
シ
g
ナ
ル
・
ア

フ
ェ
ア
l
ズ』
一
九
七
二
年
第
二
号、
参
照〉。

こ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た
海

外情
報
は
、

周

到
な
選
別
の
の
ち
に
、
『
人
民・
日

報
L

を
は

じ
め

『
光
明
日
報L、
司
解
放
軍
報
』

そ
れ
に
『
中
国

青

年

報』、
『
工
人
日
報』

ほ
か
各
地
の
地
方
新
聞
な
ど
の

’
守
顕
教
的
メ
デ
ィ
ア
L

を
通
じ
て
、

そ
の
ご
く
一

部

が
一

般
大
衆
に

伝達
さ
れ、

他
方
で
は
、

幹部
の
た

め
の
『
参
致
消
息』
ハ
以
下、
一
般
に
は
司
参
考
消
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r人民日報Jと・「参考HW.J

忠弘
と
表
記
す
るV、
吋
参

考資料』、
『
極
秘ah
と
い

勺
た

『・綜教
的
なメ
ディ
アL
を
通
じ
て
中
野…
M
以

上の
幹
部に
は
日
、々
重
要－
二
l
ズ
が
流
さ
れ
る。

と
ご
ろ
で、
中
国の
最
大
量両の
メ
ディ
ア
で
あ

る
h
人
民日
報ら
は、
ど
の
程・院の
発
行
部
数
と
普

及
本
を
もつ
も
の
で
あ
ろ
う
かe
こ
の
問
題
を
デ
ー

タ
と
し
て
知
る
こ
と
は、
中
国
現
削除の
た
めの
根
本

的
な
指
椋の一
つ
で
あ
り、
き
わ
め
て
主
要
な
こ
と

なの
で
あ
る
が、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
く、
ま
た
謎に
包
ま
れ
てい

て
肝
腎の
デ
l
タ
が
明
ら
か
に
な
ら
なか
っ
た。
と

こ
ろ
が、
幸い
な
こ
と
に－
九七
二
年
十一
月、
先

の
『
人
民日
報』
の
隙設
国
際
部
主
任が
ヒュ
lム

英
外
相
訪
中
取
材
団に
た
い
し
て、
初
め
て
その
最

大
先行
部数
を
三
百
四
十
万
部
ハ
当
時〉
と
語っ
た

の
で
あ
る＠
こ
の
数字
を
耕一
誌に
計
算す
る
と、
中

間
共産
党員の
総
数は
十
全
大
会
当
時二
千
八
百
万・

と
公
表
さ
れ
た
の
で、
約
八
名の
党員
に
一
部
の

句
人
民自
殺』
と
い
う
普
及
率に
な
る。
ま
た、
中

悶の
人口
は
約
八
億
と
い
う
近
似
侃
が
最
近
改め
て

示
さ
れ
た
の
で、
その
割
合で
計
算
す
る
と、
二
百

三
十五
人に
た
い
し
て一
部
と
い
う
『
人
民
日
報ら

の
普
及
率で
あ
る。
一一
マt四
人の
家
族が
最
低一
紙

を
蹴
読
す
る
と
い
う
日
本の
新
聞の
普
及
率
と
は
天

( 

と
地の
聞
き
が
あ
る＠

右の
デ
l
タ
に
よっ
て
示
さ
れ
る
事
実は、
なに

を
怠味
す
る
で
あ
ろ
う
か。
も
と
よ
り、
中
国
社会

の
極
度に
非
情
報
的
な
性
格
が
こ
こ
に
映
し
出
さ
れ

てい
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く、
同
時に、
その

よ
う
な
非
情
報
社
会に
お
い
て
こ
そ、
『．
毛
沢
京
思

恕」
や
党
中
央の
指
示に
よ
る
大
泉の
政
治
指
却
と

教
化
。
足。。可Z
EZ
る
が
容易に
お
こ
な
わ
れ、

上
意
下
達の
社
会
的シ
ス
テ
ム
が
よ
り
有
効に
機
能

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
ハな
お、
政
治
指
導
と

コ
ミ
a
z
ケ
l
シ
g
ン
構
造
の
問
題
に
つ
い
て
は、

拙
稿
「
現
代
中
国
の
社
会
的
コ
ミ
ュ
Z
ケ
l
シ
冒
ン
、

1l
政
治
指
導
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造

llL、
N
H
K
『
放
送
文
化』

ア九
七
四
年
六
月

号、
審問U．
そ
し
て、
こ
の
よ
う
なコ
ミュ
ニ
ケ

l
ショ
シ
椛造に
お
け
る
「
受
け
手L
の
側の
極
度

の
非
情
報
性
と
い
う
問
題は、
し
ば
し
ば、
情
報に

た
い
す
る
大
衆の
欲
求
不
満
と、
情
報
を
独
占
し
て

き
た
者へ
の
大
衆の
反
逆
を
も
た
ら
す
が、
そ
こ
に

出
現
す
る
メ
ディ
ア
こ
そ、
い
わ
ゆ
る
壁
新
聞川
大

字
報に
ほ
か
な
ら
ない．

壁
新
聞
と
「

密
教
的

メ
デ
ィ

ア
L

と
こ
ろ
で、
ぷスけ
手L
の
側に
お
け
る
極
度
の

－・
． 

非
情
報
性
とい
う
中
国
社
会は、
ま
た
何
時に
民
衆

の
社
会
的モ
ピ
リ
テ
ィ
ー
が
き
わ
め
て
低い
社会で

．
も
あ
る。

政村
や
辺
境
地
方へ
の
鋲
閥的
下
放
運
動

や
文
化
大
革
命
期の
紅
衛
兵に
よ
る
経
験
大
交
流
・

ハ
大
市
述〉
の
よ
う
な
政
治
的・
国
家
的
要
請
に
よ

’
る
移
動
を
除
けば、
一
般に
民
衆に
は
旅
行の
自
由

は
ない。
ヤ
ン・
ミュ
ル
ダ
lル
の
実
態
剥
究
ハ
邦
・

訳、
司
中
間
良
材
か
ら
の
報
告』
中
央
公
論
社〉
に

・
よ
れ
ば、
延
安
近
郊の
村
民二
百
十二
名か
ら
成
る

・

抑林
と
い
う
脱村の
場
合、
一
九六
二
年
当
時、
こ

‘
の
村で
北
京へ
上
京
し
た
とと
の
あ
る
者は
村の
党

許
記
長一
人の
み、
省
都の
西
安へ
行っ
た
こ
と
の

あ
る
者
も
材
中で
ニ
人
だ
け
だっ
た
と
い
う。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
品川が
存
在
し、
ま
た、

『
人
民日
報』
など
のマ
ス・
メ
ディ
ア
が
い
わ
ゆ

る
三
岡
記
事
的
な
社会
而－－
a
l
ズ
を
ほ
と
ん
ど
掲

載
し
ない
と
い
う
状
況
の
なか
で、
一
方、
中
悶
人

は、
その
民
族的
特
性
と
し
て
も、
時
話
や
世
事の

詩悩
報に
き
わ
め
て
敏
感で
好
奇
心
が
強い。
それ

だ
けに、
社
会
的コ
ミュ
ユ
ケ
l
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
大
き
な
悶
絶
を
乗
り
越え
て、
しば
し

ば
大
衆の
反
逆が
起
り、
壁
新
聞の
洪
水
が
出
現
す

る
の
で
あ
る。
こ
の
点で、
去
る
六
月
t
七
月
の

勺

批林批
孔L
に
関
述
し
た
壁
新
聞の
符
現に
際
し、

89 
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「
金
狼
L

署
名
の
や
や
怒
戯
的
な
一

述
の
壁
新

聞
が

話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
は
わ
が
国
に
も
報
ぜ
ら
れ
た

が、

六
月
三
十
八
日
北
京
発
A
F
P
電
が、
「
市
民

た
ち
が
通
常、
情
報
源
と
し
て
い
る
公
式
の
報
道
綴

関
は、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
内
容
の
事件に
つ
い

て
は
い
っ
さ
い
無
視
し
て
い
る
の
で、
市
民
た
ち
は

壁新
聞
を
見
て、
情
報
の
穴
を
組
め
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る」
と
報
じ
て
い
る
の
は、
き
わ
め
て
リ
ア

ル
な
見
方
な
の
で
あ
る。

そ
し
て、．
き
わ
め
て
プ
リ
ミ
テ
ィ
グ
な
メ
デ
ィ
ア

で
あ
る
壁
新
聞
に
は、
大
衆
に
よ
る
事
実
目指
銭
と
怠

見
表
明
と
い
う
ニ
つ
の
箆
要
な
機
能
が
二
重
に
は
め

こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り、
こ
の
ニ
茸
の
機
能
に
大

衆
が
動
か
さ
れ、
と
き
に
は
熱狂
す
る
社
会
的
背京

が、
す
で
に
述べ
た
よ
う
に
存在
す
る
の
で
あ
る

が
、

い
う
ま
で
も
な
く、

毛
沢
東
を
は
じ
め
と
す
る

政
治
指
導
者
は、
壁
新
聞
の
こ
の
よ
う
な
機
能
を
大

衆
運

動

や
政

治

闘

争

に
き
わ
め
て
巧み
に
利

用

し、

あ
る
い
は
怠
図
的
に
大
衆
の
反
逆
を
煽
る
こ
と
も
可

能
で
あ
っ
た．

だ
が、・

大
殺
の
反
逆
に
は
、

つ
ね
に

一
定
の
限
界
が
あ
り、
結
局、
こ
う
し
た
状
況
の
背

後
に
政
治
の
強
い
糸
が
結
ぼ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
で
中
国
社
会
の
非
情
報
的
性
格
と
社
会
的

・，
． 

モ
ピ
リ
テ
ィ
！
の
原
皮
の
低
さ
は
、
『
人
民
日

報
』

な
ど
の
公
式
の
「
顕
教
的
メ
デ
ィ
アL、
壁
新
聞
の

よ
う
な
非
公
式
の
「
顕
教
的
メ
デ
ィ
ア」
と
並
ん

で、
き
わ
め
てバ
ラエ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
「
密教
的

メ
デ
ィ
ア」
の
貫一安
な
役
割
り
を
倍
加
さ
せ
る。

そ
う
し
た
「
密
教
的
メ
デ
ィ
ア」
の
な
か
で
も
公

式
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は、
先
の
『
参
考消
息』
の

よ
う
な
幹
部
新
聞
が
あ
り、
そ
れ
以
外
に
も
党中
央

や
国
務
院の
内
部
通
達
な
ど
が
あ
る．
－
九
七
一年

九
月
の
林
彪
異
変
以
降、
相
次
い
で
伝
達
さ
れ
た

「
中
共
中
央
中
発

会

九
七
ニ
〉

O
号
通

知
L

と
い

っ
た
秘
密
通
達、
「
批
林
批
孔L
運
動
に
か
ん
す
る
’

「
中
共
中
央
文
献
O
号」
と
い
っ
た
秘
密
文
献
は、

そ
の
代表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う。
そ
し
て、
こ
れ
ら

の
通
達
や
文
献に
は、
し
ば
し
ば
震裂
な
付
属
文
宙・

が
添
付
さ
れ
るa
最
近
で
は、
林
彪
の
反
革
命陰
謀

の
訴
と
し
て
周岡山
来
総
理
が
十
金
大
会
の
・附
上
で
言

及
し
た
「〈
五
七一
工
程V
紀．姿」
も
そ
の
よ
う
な

付
属
文
書
で
あ
り、
林
彪
異
変に
か
ん
し
て
は、

守
毛
主
席の
各
地
政視
期
間
に
お
け
る
各
地
責
任
者

同
志
と
の
談
話
紀
要」
や
『．
毛
沢
東
の
江
背へ
の
書

簡
ヘ
「
林隊
反
党
集
団
の
反
革
命
ク
ー
デ
タ
ー
粉
砕

の
闘
争L
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
は
い
わ
ば、
非
公
式
な
「
密
教
的
メ
デ
ィ

ァL
に
類
す
る
も
の
で
あ
り、
い
ま
私
の
手
許
に
あ

・
る
彰
徳
般
事
件
に
か
ん
す
る
文
書
JM、
賞、
張、

周
反
党
集
団に
た
い
す
る
毛
主
席
の
批
判」
な
ど
も

そ
の一
つ
で
あ
ろ
う。
そ
こ
に
は
い
ず
れ
も
吋
党
内

文
献・

注意
保
存L
と
記
さ
れ
て
い
る。
そ
の
ほ

‘
か、
外
部
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
理裂
な
も
の
と
し

て
は、
「
大
限
進」
政
策

挫折後の
従
村の
状
況
と

軍
事
工
作
の
悶
柳川
怯
を
記
し
た
『
工
作
過
訊』、
社

会
主
義
教
育運
動
期
の
良
村
実
態を
記
し
た
『
逮
江

文
書b、
文
化
大
斐叩
期に
内
部
出
版
さ
れ
た
毛
沢

東の
未
公
開
著
作
『
毛
沢
東
思
想
万
歳』
の
四
種
類

の
版
本、
『
毛
主
席
文
選』
な
ど
が
あ
る．
こ
れ
ら

を
総
合
し
て
中
閣
のコ
ミュ
ニ
ケ
l
シ
ョ
UJ・
メ
デ

ィ
ア
を
分
類
す
る
と、
次
頁の
図
の
よ
う
に
示
す
こ

と
が
で
き
る。

『

参

考

消

息

』

に

つ

い

て

公
式
の

ぷ術教
的
メ
デ
ィ
アL
の
う
ち、
中
国
の

世
界
認
識
と
対
外
政
策の
形
成に
軍
要
な
怠味
を
も

っ
て
い
る‘の
が
『
参
考
消
息』
で
あ
る。
中
国
で

は、
『
人
民
日
報b
の
よ
う
な
寸顕
教
的
メ
デ
ィ
ア」

に
あ
ら
わ
れ
る
海
外回
二
l
ズ
は、

世界
の
主
要
通

信
社
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
新華
社
が
入
手
す
る
路

大
な
抵
のエ
ュ．
l
ズ
ハ
外
電〉
の
う
ち
の
ご
く
限
ら

90 
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れ
た
一

部
分
を
新
華
社
自
身
で
手
を
入
れ
た
の
ち 、

エ
ュ
i
ズ
源
表
示
を
と
り
の
ぞ
い
て
掲
戟
す
る
か、

新
華
社
の
特
派
員
電
と
し
て
報
ず
る
の
が
通
例
で
あ

る。
だ
が、
『
参
考
消
息』
は、
そ
の
よ
う
に
し
て

つ
く
ら
れ
た
ユ
a
l
ズ
で
は
な
く、
世
界
の
主
要
通

信
社
や
主
要
新
聞
の
報
道
を
生
の
ま
ま
掲
載
す
る
幹

部
新
倒
で
あ
る．
も
と
よ
り、
可
人
民
日
報』
な
ど

に

は

報

ぜ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、

中

国
に
と

っ
て
好

ま
し
く
な
い
ニ
ュ
ー
ズ
も
掲
載
さ
れ、
中
国
の
幹
部

た
ち
が
事
態
の
変
化
に
対
処
す
る
た
め
の
準
備
の
手

助
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る 。
『

参
考

消

息
』
・

に

は、
A
F
P、
A
P、
U
P
I、
ロ
イ
タ
ー、
D
P

A、
タ
ン
ユ
グ、
タ
ス、
共
同
な
ど
世
界
の
主
要
通

信
社
の
ニ
ュ
ー
ズ
は
も
と
よ
り、
世
界
の
主
要
な
新

聞・
雑
誌
の
記
事
や
論
調
も
紹
介
さ
れ、
と
き
に
は

台
湾
の
中
央
通
訊
社
の－
二
1
ズ
さ
え
手
を
加
え
ず

．
に
掲
載
さ
れ
る。

一

殻
大
衆
に
た
い
し
て
は

v

台
湾
民
衆
の
生
活
は

日
増
し
に
暗
く、
彼
ら
は
中
国
と
の
統一
を
願っ
τ

い
て、
台
、

湾

は
必

ず

解

放

さ
れ
る
と

教
え

て
い
て

人

中

国

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

・

メ

デ

ィ

ア

v

「人民自殺Jと「会場消息J

ノ
～
V
『
人
民
日
報
勺
紅
旗
、
光
明
日
報い

式
一

＼

『

解

放

草

報
い

『

工

人

寧

報
い

『

中

国

－
J

r一

点H
年
報』
な
ど
の
各
機
関
紙
誌。

：

公
め，
vd在
地
の
地
方
新
開。

一

げ

（
巧

V
中
央
人
民
放
込
局
の
放
送。

一

デ

g
v
各
地
の
地
方
放
送
局
の
放
送。

一
メ

）
C
V『
学
習
と
批
判』
の
よ
う
な
特
別
な一
服

式
一

一

雑

誌
。

一

謎

叫
叫

”
．

訓
一
匝，

お

蝕

れ
｝

＠

 

戸

V・

壁

新

聞

（

大

字

報
、

小

字

報

な

ど
）
。

『
参
考
資
料』、

ヤ『
参
考
消
息』、

t－
＼

『杯一
秘』。

〕

エ

て
いJ
V
党
中
具、
国
務
院
の
秘
密
通
迷・

4－

文
献。

．

－

V

「

〈

五

七

一

工

程

v

紀

要」

の

よ

う

～

な
秘
密
文
書。

え
～、
V『
工
作
通
訊』、
吋
連
江
文
書』の
よ

釘
C一

う
な
秘
密
記
録。

国

非

フ

V

『

毛

沢

末

思

想

芳

成
』
、

『

毛

主

席
一

文
巡』
な
ど、
紅
衛
兵
資
料
に
類一

す
る
も
の。

も、
『
参
考
消
息』
に
お
い
て
は、
台
湾
の
経
済
発

展
の
事
実
が
そ
の
ま
ま
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

る
の
で
あ
る。

29
芳
消
息』
は、
二
十
四
級
あ
る

幹部
の
う
ち、
い
わ
ゆ
る
課
長
級
以
上
と
も
い
え
る

十
八
級
以
上
の
幹
部
が
こ
れ
を
読
む
も
の
と
い
わ

れ、
ま
た、，
広
州
市
の
場
合、
以
前
は
い
わ
ゆ
る
謀

長

級

以
上
の
者
が
、

今
日
で
は
中
学

教

師

以
上
の
職

貨
に
あ
る
者
が
読
む
も
の
だ
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ

る
が
〈
拙
者
『

中
国
像
の
検
証
』

中

央
公

論

社、

「
毛
沢
東
政
治
の
方
法
と
技
術
L

参
照
〉 、

今
日
で
は

中
級
幹
部
以
上
に
た
い
し
て
か
な
り
広
汎
に
配
布
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り、
上

級幹
部
周
に
は、
さ
ら

に
『
参
考
資
料』、
司
極
秘』
が
配
布
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
吋
参
考
消
息』
は、
新
悲
社
が
純
集・

発
行
す
る
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
四
ペ
ー
ジ
立
て
の
新
聞
で

あ
り、
「

新拙中
通
訊
社
絢
印L
と
なっ
て
い
て、
同

時
に
「
内
部
刊
物・
注
怠
保
符L
と
印
刷
さ
れ
て
い

る。
こ
の
よ
う
な
『

参汚消
息』
に
つ
い
て
は、
一

般
に
は
こ
れ
ま
で
そ
の

存在
さ
え
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が、
世
界
の

専門研
究者
の

あ
い
だ
で
は、
す
で
に
ヘ
ン
リ
l・
シ
ュ
オ
ル
ツ
氏

が一
九
六
O
年
二
月
四
日
付
の・

河参考消息』
に
即

し
て
分
析
し
た
研
究
が
あ
り
ハ
前
掲、
シ
品
オ
ル
ツ

‘ －‘－－ ， → ．← 一－『
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論
文〉、
わ
が
国で
は庭
応
大
学の
池
井
俊
民
が一

九六
八

年
五
月の
六
日
分の
勺
参考

消

息

』

に
即し

て
分
析し
た
研
究
論
文が
あ
る
ハ
池
井
俊
「
中
国の

対

外

理

解

il

司

容

政

消

息

』

を

手

掛

り

と

し

て

llL
、

司

法

学

研

究

』

第

四

十

三

巻

第

十

号

〉
。

私

の
手
許には、
現
在、
こ
れ
ら
両
氏の
入
手
した
時

期よ
り
も
新

しい一
九
セ
O
年
十二
月

十四
日

付

お

よ
び
一

九
七
三
年
九
月
十
一

日
付
の
二
部
の
『
参
考

消
息』
が
ある
が、
こ
れ
らはい
ず
れ
も
き
わ
め
て

興味
深い
内
容に
充
ち
て
い
る。

と
こ
ろ
で、
こ
の
勺
参
考
消
息』
はい
つ
頃
か
ら

発
行
さ
れ
る
よ
うに
なっ
た
の
で
あ
ろ
うか。
シ品

オル
ツ
民は、
民が
入
手
し
た
聞・参
考消
息・』
の
過

・

し

帯号

か

ら

逆算

し

て

、

一

九

五

六

年十

一

月

七

日

前
後に
第一
号が
出
さ
れ
た
ので
は
ない
が
と
推
測

し
て
い
るJ
私は
か
つ
て、
『
参
考
消
息b
は一
九

五
九
年か
ら
発
布
さ
れ
た
もの
だ
とい
わ
れ
て
い
る

』討を
記
し
た
と
こ
ろ
ハ
前
向、
『放
送文
化』
の
拙

稿

〉
、

中
闘の
内
部で
仕

事

を

され
た
経

験の
あ
る

ご恐喝か
ら、
ョ
参
致
消
息』
は
もっ
と
ずっ
と
以

．

前

か

ら

ハ

い

つ

頃

か

は

は

っ

き

り

判

り

ま

せ

ん

が

〉

あっ
た
もの
で
す。
こ
れ
は
中
国
が
ソ
述の
タ
ス
通
・

信に一
般に
公
表
す
る
通信
と
内
部
別の
もの
と
が

あ
る
の
と
に、
ま
ね
てつ
くっ
た
や
り
方では
な
い

－’ 

か
と
私は
き
き
ま
し
た」
とい
う
手
紙
を
も
らっ
た

こ
と
が
あ
る。
そ
し
て、
最
近、
中
国
研
究者の
あ

い
だで
注目
さ

れ
てい
る一
九
六
九
年
八
月

刊
の
毛

沢東の
未公
開
著
作
集
『
毛
沢
東
思
想万
歳』
に
収

録
さ
れ
て
い
る一
九五
七
年一
月の
毛
沢
東
説
話

「
省、
市
委
員会
合
記
会
議
総
括」
で
は、
毛
沢
東

自
身が
『
参
汚
消息』
に
つ
い
て、
次の
よ
うに
述

べ
てい
る
こ
と
か
ら
し
て
も、
シュ
オル
ツ
氏の
指

摘の
よ
うに、
一
九五六
年
十一
月
前
後、
つ
ま
り

．ハ
ン
が
リ
l
事
件で
東
欧
とソ
速が
揺らい
で
い
た

頃、
勺
参
考
消
息』
の
第一
号が
発
行
さ
れ
た
こ
と

は
た
しか
で
あ
ろ
う。

毛
沢
東は
右の
鵠
誌の
なか
で
こ
う
述
べ
て
い

る＠
『，四
十
万
部の
『
参
考
消
息』
の
発
行を
準
備

し、
帝
国
主
義プ
ル
ジョ
ワ
ジ
！
の
もの
を
もっ
て

き
て、
帝
国
主
義に
か
わっ
て
義
務
をつ
く
すの
で

す。
その
目
的は、
非マ
ル
ク
ス
主
義的
な
もの、

毒草
を
同
志た
ち
と
党
外
人
士の
ま
えに
おい
て、

み
ん
な
を
絞
練
さ
せ
る
こ
とに
あ
る
の
で
す。
そ
う

で
な
けれ
ば
た
だマ
ル
ク
ス
主
義
を
知
る
の
み
で
他

の
もの
を
知
ら
ず、
よ
く
ない。
だ
が
指
導
を
強
化

し
な
け

れ
ば
な
ら
ない
。

認

定の
よ
うに、
人
の
身

体の
内
部に
闘
争
をつ
く
り、
免
疫
力
を
う
み
だ

す
。

『

参

考消

息

む

を

み

て

ご

ら

ん

な

さ

い

、

観

念

主義あ
り、
勝
介
石
金
銭
あ
り、
ま
さに
穂
痘なの

で
あ
り
ま
す」

「
密
教
L

と
寸

顕
教
」

の
間

さ
て、
こ
こ
で一
九七
O
年
十二
月
十四
日
付の

可参考消息』
の
内
容
を
紹
介
す
る
と、
一
一聞
は
イ

ン
ド
シ
ナ
半島の
問
題で
埋
め
ら
れ
て
い
る。
しか

もベ
ト
ナム
労
働
党
と
北ベ
ト
ナム
政
府の
十二
月

十日
付
声
明は
新しい
可
動
員令L
で
あ
るこ
と
を

日
本の
新
附が
み
な一
面で
令サン
ケイ
新
聞与

は
三
部
で〉
報
じ
て
い
る
と
し
て、
回．日
本
経
済
新

目、
町
朝日
新
目、
句
毎日
新
聞』
の
可
解
説L
を

紹介
し
て
い
る
の
で
あ
る。
同
じ
日
の
司
人
民
H

報』
を
見
る
と、
一
面トッ
プ
に
右の
声
明
を
支
持

す
る
中
国
共産
党
中
央委
員
会
と
中
国
政
府の
声
明

が
大き
く
報
ぜ
ら
れ
尤い
る
の
だか
ら、
回－
参
考
消

息』
は、
ベ
ト
ナム
和
平よ
り
も
徹
底抗
戦の
す一
場

に
立つ
中
闘の
立
場の
正
し
さが
日
本の
新
聞の
解

説

を
J

通

じ

て

も

証

明

さ

れ

て

い

る

旨

を

幹部

に

知

ら

せ
てい
る
か
の
よ
うで
あ
る。

興味
深い
こ
とは、
当日
の
『
人
民日
報h
第二

回
は、
『．
日
本
軍
国
主
義
の

佼略

野
心
の

大

川術
館

l！
日
本
の
反
助
映
前
吋
日

本海
大
海
戦
L

を
討
す

！i
L

と
い
う

陶第
文
弱

名論
文
に
全
面
が
挺
さ
れ

ー 、←一 一一 ー 一－一宇 ー ヲ 戸← 一一ー－－
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て
い
る
こ
ど
で
あ
り、
日
本
は、
一
般
大
衆
に
は

可
軍
国

主義
の
侵
略
野
心
L

を
も
つ
も
の
と
し

て
イ

メ
ー
ジ・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
一
方、

幹部
た
ち
に
た
い

し
て
は
そ
の
よ
う
な
「
軍
国
主
義L
日
本
の
大

新聞

が
正
義
の
パ・
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る。
『
参
考
消
息ら
の
第
三
回
は
下
段
が
ソ

述
と
ア
メ
リ
カ
の

宇宙ロ
ケ
ッ
ト
開
発
に
か
ん
す
る

記

事

に
な
っ

て
い
る。
ア
ポ
ロ

十－
号

の
月

世

界

到

着
さ
え
『
人
民
日
報・』
は
報
じ
て。い
な
い
の
に、
こ

こ
で
は
タ
ス
通
信
が
フ
ル
に
利
用
さ
れ
て、
ソ
述
の

月ロ
ケ
ッ
ト
自
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
探
測
器
i
八

れど
が
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ、
D
P

A
の－－
a
l
ズ
に
よ
っ
て、
ソ
速
が
有
人
月ロ
ケ
ッ

ト

を
打

ち
あ
げ

よ
う

と
し
て
い
る
と
西

ド
イ
ツ
の

科

学

者

が
見

な
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る。

し
か

も、
こ
れ
ら
の－－
A
i
ズ
に
は
十

月、
十

一

「人民nmJと「会，：j·ii'j.Q.・J

北
半
球
を
お
お
う
異
常
な
気
圧
郎
前
が
あ

ら
－b
れ
た
一

九
六
三
年
か
ら、

太
陪
・

海

洋
・

火
山
の
俗
発
な
ど．

気・
象
変
動
の
原

因
と
な
る
も
の
を
探
究
し
つ
づ
け
て
き
た

著
者
の
十
一

年
間
の
記
録。

三
六
O
円

間……（

常

気

ム訟

を

追

っ

て

気

象

庁

根

本

限

吉

若

中公務議：
〈新刊〉

,;t.. 

‘官

月
、

さ

ら

に

八

月

の

外

泣

が

利

用

さ

れ

て

お

り
、

四

カ
月
も
た
つ
た
外
屯
を
ま
と
め
て
こ
こ
に
報
じ
て
い

る
の
で
あ
る＠
こ
こ
に
は
報

道

に

際

し
て
の

政

策

的

な

配

肢

が

示

さ

れ

て

い

よ

う
。

全

国

人

民

代表

大

会

が
関
か
れ
得
な
い
中
国
で、
ソ
述
の
最
高
ソ
ゲ
エ
ト

会

議

の

記

事

は

可

人

民

日

報

』

に

は

出

ょ

う

は

ず

が

な
い
が、
『
参

考
消
息

』

第

四
国

に
は

最

高
ソ
ず
エ

ト
会
談
閉
幕
に
か
ん
す
る
モ
ス
ク
ワ
発
タ
ス
屯
が
掲

載

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指

摘

し
て
お

こ
う 。

吋

参

考

消

自ご

と

日

本

の

新

聞

さ
て
私
の
手
許
に
あ
る
も
う一
部
の

勺参
考
消

息』
は一
九
七
三
年
九
月
十〕
日
付
と
い
う、．
ご
く

新
し
い
も
の
で
あ
る。
七
O
年
十
二
月
十
四
日
付
と

く
ら
べ
て
ま
ず
目
立
つ
こ
と
は、
「
参
孜
消
息」
と

い
う
題
字
の
左
側
に
あ
っ
た
「
毛
主
席
諮
録」
が
消

日

本

の

神

々

天

理

大

学

教

MM

松

前

．

健
一

番

イ

ザ

ナ

ギ

・

イ

ザ

ナ
、
、

＼

ア

マ

テ

ラ

ス
、

ス
サ
ノ
ヲ
な
ど
の
神
々
の
鋭
持
比
ど
こ
で

発
生
し‘

ど
の
よ
う
に
桜
雑
化
し
て
い
っ

た
か
を
斬
析
な
視
点
か
ら
摘
さ、

古
代
国

家
の
成
立
過
胞
を
究
め
る。

一一一
八
O
円

、、ー

え
て
い
る
こ
と
で
あ
り、
む
れ
は
林
彪
異
変
と
も
関

連
し
た
可
毛
主
席
語
録』．
の
相
対
的
な
地
位
の
低
下

を．
K
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で、
興

味

深

い
こ
と
に、
私

の

手

許

の

吋
参
考
消
息
』

は
、

第
一

而
上
段
が
十
金
大
会
に
つ

い
て
の
『
日
本
経
済
新
聞
ら

稲
田
北
京
特

派員
の
解

説
で
飾
ら
れ
て
お
り、

っ．
つ
い
て
『
毎
日
新
聞
』

の

辻
成五日
記
者
の
解
説
も
我・っ
て
い
る
〈
も
っ
と
も

『
参
考
消
息
L

は
そ
れ
を
『
読
売
新
聞
ら

の
記

事
と

し
て
誤
っ
て
紹
介
し
て
い
る
〉。

も
う
一

つ
は
、

仏

紙
『
フ
ィ
ガ
ロ
』

の
十
全
大
会
解
説
で
あ
る。

こ
れ

ら
の
記
事
は
い
ず
れ
も
中
国
に・1

好意
的」
な
記
事

で
は
あ
る
が
、

や
は
り
外
閑

人
と
し
て
の
限

が
感

じ

ら
れ
る
記
事
な
の
で、
当
然
の
こ
と
な
が
ら、
こ
れ

ら
の
記

事

は
全

文
で
は
な
く
『．

鈎些

L

記
事

と
な
っ

て
い
る。
し
か
し、
日
本
の
新
聞
論
調
が
き
わ
め
て

自

悶

経

済

商

山

千

明

若

中央公論争土
京Jt：京t�2-1話（｛｝＊京34

立

教

大

学

教

授

自

由

か

統

制

か
。

秘

社

民

先

時

代

に

一

人

一

人
が
か
け
が
え
の
な
い

存
荘
と
し
て
尊

兎
さ
れ
る
べ

き
社
会
を
建
設
す
る
に
は
何

を
な
す
べ
き
か
と
い
う
問
い
に、

論
理
と

実
証
の
耐
而
か
ら
答
え
る。

回
二
O
円
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、大
き
な
げい仰
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は一

九
七
O
年
の
そ
れ
と
問
符
で
ゐ
る・

一
部
下
半
か
ら
ニ
凶
の
ほ
ぼ
全
部
は、
西
ド
イ
ツ

で
出
版
さ
れ
た
T－
日
お
よ
び
F－
M
と
い
う
．い
名

読
者
の
小
冊
子
四JH
和
比

中十明－M
の
い
く
つ
か
の
氾
が

モ
ス
ク
ワ
に
向
い
て
い
る』
の
紹
介
で
あ
る。
こ
の

小
冊
子
は
欧
州
共
・ぷ
主
ね
巡
助
に
た
い
す
る
小
問
の

郊

外交政
円以
の
江
川刊
を
述べ、
「
ソ
巡

れ令
官
同
主

義L
を
批
判
し
た
も
の
の
よ
う
だ
が、
こ
の
よ
う
な

庇
名
の
抗
み
物
も

『会
内々
消
息』
に
は
紹
介
さ
れ
る

の
で
あ
る・
と
の．加
に
は、
ニ
ク
ソ
ン
お
よ
び
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
両
氏
と
ア
メ
リ
カ
議
会
と
の
関
係
が
好

転
し
た
行
を
報
じ
た
『
ワ
シ
ン
ト
ン・
ポ
ス
ト』
ほ

か
の
校
近
も

紹介
さ
れ
て
お
り、
や
は
り
中
川
内
m

で
ニ
ク
ソ
ン、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
両
氏
に
た
い
す
る

評
価
が
き
わ
め
て
高
い・」
と
を
示
唆
し
て
い
る。

三一閃
ト
ッ
プ
は、
日
本
の
共
同
滋
－M
従
に
よ
る
非

同
川川
川
首
脳
会
践
に
か
ん
す
る
記
別
で
あ
り、
『ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク・
タ
イ
ム
ズ』
や
A
P
屯
に
よ
る
ラ
オ

ス
山
勢、
川
述
で
の
納
鮮
半
ぬ
問
起
に
関
す
る
た
w－

．
が
吹っ
て
い
る・
問
聞
に
は、
ポ
ン
ビ
ド
ゥ
l
仏
大

統
領
訪
小
に
か
ん
す
る
外
む
の
ほ
か、

『参
考
消
息L

が
注
芯
深
く
フ
才
ロ
ー
し
て
い
る
秋
山ず
の
科
学
技
術

．
の

溌U駄
に
つ
い
て
の
日
報
が
あ
り、
イ
タ
リ
ア
で
山

f' 

発
さ
れ
た
新
し
い
自－
M
昨
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
の
勺
タ

イ
ム』
誌
の
記
事、
京
芝山ほ
気
と
日
本
の
国
鉄
と
の

共
同
開
発
に
よ
る
新
幹
線
用
の
電
磁
体
に
つ
い
て
の

A
F
P
京
京
屯
の
紹
介
が
あ
る。
小
問
が
科
小
技
術

の
発
日以
に
並
々
な
ら
ぬ
閃
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が

こ
こ
に
も｝不
さ
れ
て
い
る。

× 

x 

x 

以
上
に
お
い
て
見
た
よ
う
に、
中
凶
の
コ
ミ
ニ
エ

ケ
i
シ
ョ
ン

税造
に
お
け
る
明
白
な
二
主
総
造
は、

長
度
の
非
UM
mq
社
会
で
あ
る
中
同
社
会
に
お
い
て、

政
治
的・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
志
向
が
川出
先
す
る
こ

と
の
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
な
い
し
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
情
報
ハ
攻
劣〉
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を、
政
治
指
針守
者

や
中

堅幹
部
が
山附
議
し
て
ゆ
く
た
め
の
ぬ
立
派
い
配

厄
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る。
そ
れ
は、
一
絞
民
衆
の

『
知
る
猿
利’」
が
交b一一
な
タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
る
中

目

社会
に
お
い
て
も、
幹
町附
は
つ
ね
に
よ
り
広
汎
な

杭
認
を
仰
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
切
尖
な
日
父

の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
り、
中
凶
が
か
た
く
な
に
前印
刷

伎
を
主
張
す
る．K
面、
－U
外
に
現
災
小中山
義
的
な
対
外

政
策
を
き
め
細
か
く掛川
起
し
て
く
る
こ
と
の
汁
誌
を

知
る
カ
ギ
が
こ
こ
に
あ
る
と
も
い
え
よ
う。
前
符
の

シ
ュ
オ
ル
ツ
氏
に
よ
る
と、

『参
考
消
息』
に
は、

ミ
ス・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
人
コ
ン
テ
ス
ト
さ
え
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う．

わ
れ
わ
れ
は、
円
中

関係
が
今
後
も
様
々
な
民
聞

を
遂
げ
て
ゆ
く
な
か
で、
中
間
の
表
向
き
の
主
張
の

み
を
食
料
支
条
と
し
て
沿
い
し
す
ぎ
る
と
し
た
ら、

と
ん
で
も
な
い

判断
の
説
り
を
犯
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い。
こ
う
し
て、
中
国
は
つ
ね
に
相
手
の
手

の
う
ち
を
抗
ん
で
い
る
の
で
あ
り、
た
と
え
ぽ
向
民

党政
織
を
激
し
く
批
判
し
な
が
ら、
他
方
で
は
自
民

党
の
党
内
事
情
に
詳
し
く
通
じ、
様
々
な
乎
を
打っ

て
き
た
と
い
う
中
川
の
対
日
政
郊
の一
的
も、
こ
の

辺
か
ら
恕
仰附
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う・
と
も
あ
れ、

『
人
民
日
報』
の
よ
う
な
「
顕
教
的
メ
デ
ィ
アL
に

あ
ら
わ
れ
た
主
張
だ
け
が
中
M
の
対
外
態
度
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
は
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
る
べ
き

で
あ
ろ
う。
ま
し
て
や、
中
国
の
表
向
き
の
対
外
悠

伎
を、
あ
た
か
も
F
天
の
お
告
げ’
で
で
も
あ
る
か

の
よ
う
に
ψ
ず
る

的反
で
は、
小
川
の
日
ぷ
を
つ
か

み
科
な
い
ば
か
り
か、
川叫ん口
に
よ
っ
て
は、
き
わ
め

て
汚
お
な
お
来
に
も
な
り
か
ね
な
い。
わ
が
凶
の一

郎
に
紋
強
く
作
釈
す
る、
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
人
び

と
が、
中
似
の
沿
近
の
対
外
態
皮
の
大
き
な
変
化
と

一派
一間
に
戸
惑
い、
苛
立っ
て
い
る
と
し
て
も、
そ
れ

は
な
し
ろ
小
凶
に
た
い
す
る
そ
の
よ
う
な
対
応
の
必

然
の
給
処
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か・

9� 


